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1．はじめに 

今回は，データマネジメントプラン（Data Management 
Plan, DMP）を取り上げる。DMP とは，研究のために収集・

作成するデータをどのように管理するか，取り扱いや整備・

保存・公開についての計画である。オープンサイエンス政策

における“研究データ公開の義務化”とは，助成機関による

DMP（文書）の提出要求を指すことが多い。 
DMP は，2003 年に米国衛生研究所（NIH）が義務化した

のを先駆けとして，英国，欧州，オーストラリア，カナダ，

南アフリカ…と各国の助成機関に広がり，現在は次世代

DMP の議論が高まっている。日本では，2017 年から科学技

術振興機構（JST）が，2018 年からは新エネルギー・産業技

術総合開発機構（NEDO）と日本医療研究開発機構（AMED）

が DMP の提出を求めている。日本学術振興会の科学研究費

助成事業（科研費）が DMP を要求するようになれば，いよ

いよ多くの研究者や機関が取り組むことになるだろう。本稿

は，助成機関による DMP のねらいと動向をふまえつつ，実

際に DMP を作成した所感を述べたい。 

2．DMP とは何か 

助成機関が DMP を要求する主な目的は，投資した研究

成果の公開や再利用によって価値を最大化すること，デー

タを効率的かつ適切に管理させることなどである。DMP
の記述内容は助成機関によって異なるが，(1)データの詳細

（データの種類，形式，データ量，メタデータ），(2)倫理と

知的財産権，(3)アクセスと共有，再利用（想定利用者，公

開方法），(4)短期保存とデータ管理（バックアップ，データ

の管理者），(5)長期保存（保存期間，長期保存するべきデー

タ），(6)必要なリソース（ハードウェア，ソフトウェア，技

術的支援）などが含まれる 1)。 
研究者は，図 1 に示すように，研究中に扱うアクティブ

データを整備して，必要なデータを適切に公開・保存する

ことをイメージしながら DMP を作成する注 1)。DMP は助

成金を獲得するための書類にとどまらず，データセットの

長期保存と有用性を確保するために重要であるとも指摘さ

れている 2)。 

3．FAIR 原則と欧州委員会の DMP テンプレート 

さて，研究データにとって公開はゴールではなく，利用

されてこそ価値が生まれる。そこで国際イニシアティブの

FORCE11 は，データが長期にわたって再利用できるよう

に，Findable（見つけられる），Accessible（アクセスでき

る），Interoperable（相互運用できる），Re-usable（再利

用できる）状態で公開しようという「FAIR 原則（FAIR 
Data Principles）」を提唱した。「FAIR」はオープンサイ

エンス界隈のキーワードとなっており，日本ではバイオサ

イエンスデータベースセンター（NBDC）による解説が公

開されている 3)。 
DMP の議論にも，しばしば FAIR 原則が登場する。欧

州委員会（EC）の「Horizon 2020 におけるデータマネジ

メントのガイドライン」は，第 3 版（2016 年）からタイト

ルに「FAIR」を追加しており 4)，付録の DMP テンプレー

トの冒頭には FAIR 原則を掲載している。DMP テンプレー

トは，[1]データの概要，[2]FAIR データ，[3]資源配分，[4]
データセキュリティ，[5]倫理的側面，[6]その他の 6 章で構

成されている。項目を数えると，本文は約 40 項目，本文を

まとめた表でも約 30 項目あり，なかなかのボリュームで

ある。特に FAIR に関する指示は細かい。 
なるほどこの DMP テンプレートを完璧に作成し，実践

することができれば，データが長期にわたって再利用でき

＊いけうち うい 筑波大学大学院図書館情報メディア研究科

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2 
E-mail: ikeuchi.ui@gmail.com 
orcid.org/0000-0002-5680-1881  （原稿受領 2018.10.28）

図 1 研究データ管理と DMP の記述内容の例 
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そうだ と うものの，知 がないと書けない 所（適

切なリ ジトリ，メタデータ ）や， ましい回 がわ

からない 所も多い。OpenAIRE と EC の FAIR データ

ループは，2017 年に DMP の作成者と支援スタッフ

を としてテンプレートに関する を い，289 か

ら回 を得ている 5)。DMP テンプレートの作成・支援

を ジティブに受け めた回 者は 60 （ と多い），

ネガティブな回 者は 16 であった。ネガティブな回 者

は，作成のための が大きいことや のない用 が

多す ることを指摘している（まったくもって 成であ

る）。 

4． DMP い た 

日本の DMP はどうだろうか。NEDO，JST，AMED の

DMP も作成して た（AMED は医学分 に特化されてい

るため，適 えた）。項目は されており，NEDO
は 17 項目，JST は 9 項目，AMED は 12 項目である（表

1）。 的に書きやすいよう されていて，「データの概

要」や「データ公開のレベル」などは 書きや 式に

なっている。また，NEDO と JST はデータ とに，AMED
は 共有・ 公開・ 公開データ とに記 が

けられている。 

NEDO JST AMED
データ     
データの説     
管理者 者    
分類    
公開レベル    
DMP 項目    

理     
期間    

取得者    
取得方法    
その他    

開データ

想定利 用用     
利 用・提 方     

な提 に向けた取り組     
リ ジトリ データベース    
データフ ーマット    
想定データ量    
加 方     
その他    

項目 は NEDO の DMP に て作成し，適 えた。 
は 共有・ 公開・ 公開データ とに記載する。 

 
書くのが しかったのは，NEDO と JST の「想定利

用用 」，「利 用・提 方 」，「 な提 に向けた取り

組 」である。データ公開が となっている分 の研究

者には しくないのかもしれないが 者などは，例文

に てはまらない場合があること，データの種類 とに記

載する必要があることから，かなりの 間を要した。それ

でいて完璧な記述ができたとも えない。 
そもそも，DMP のねらいは研究を適切に すること

だろう。研究者が DMP の作成に 間を取られてしまい，

研究のための 分 間が るならば本 ではないだ

ろうか。実際に DMP を書いて て， ，DPM ール

（作成 助 ール） の期 が高まった。 

5． DMP ー の  

国 の DMP の多くは文章形式で記述しなければならず，

が大きい。そこで助成機関の目的を 成しつつ を

らすためにオープンソースの DMP ールが開発されてき

た。研究者は でアカウントを作成して，助成機関 を

すると，DMP の項目が の形で表示される。 に

えるようにデータに関する情報を していくと文章形式

の DMP が完成し，提出用のフ ーマットで出 できるとい

うものである。米国はカリフ ルニア大学キュレーシ ンセ

ンター（UC3）が DMPTool（https://dmp.cdlib.org）を，英

国はデジタルキュレーシ ンセンター（DCC）が DMPonline
（https://dmponline.dcc.ac.uk）を提 しており，他の国でも

用されてきた。現在は 者を 合した DMPRoadmap が，

述する Active DMP として開発されている。 
DMP ールには，回 例や回 に つガイドを掲載す

ることができる。EC の DMP テンプレートに する 5)

では，「 分の分 やデータタイプにとって適切な のサ

ジェスト」，「記載例や される回 の例を やす」，「 分

の分 での い実践に くド ップダウンオプシ ンの

提示」の 先 が高いことがわかった（こちらも大いに

成）。 的な回 を DMP ールで できれば，回 者の

が り，データ管理の 発にもなるだろう。 
研究者が提出した DMP には，助成機関が想定しなかった

「データ公開方法」や「データを公開しないほうが い理 」

なども含まれると えられる。こうした記述をレ ューし

て， にDMP ールの回 例やガイドに させられれば，

よりよいデータ公開の方法や注 するべき事 が研究者・助

成機関・DMP ールの開発者の間で共有できると えられ

る。DMP から得られた知見は，研究データマネジメント

などに かすこともできるだろう。 

6．Active DMP いは 実 な DMP 

次世代 DMP の主な論 は，FAIR 原則の実現，DMP の

化，そしてアクティブな DMP の開発であり，

FORCE11 の FAIR DMP Working Group（WG）や研究

データ （RDA）の DMP Common Standards WG，

Active DMPs Interest Group（IG）などで されている。

#activeDMPs（https://activedmps.org）によれば，機 で

実 な（machine-actionable）DMPs（maDMPs）は，

の 記述による DMP を構 化し，公開し， 存シ

ステムと することによって，多くのステーク ルダー

にとって価値を生むとのことである。「maDMPs の 10 原

則 6)では， 的な要 とメリットを げている。たとえ

1 DMP の概要 

https://dmponline.dcc.ac.uk
https://activedmps.org
https://dmp.cdlib.org
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ば， が理解でき，かつ機 にすること，DOI や

ORCID などの 的 （PID）およ を用い

ることによって，多 な分 の用 や作法に則って書かれ

ていた DMP の や理解，研究と研究者情報の追 が容

になる。すると 価者はもちろ のこと，研究者は 広

い分 の DMP やデータを，倫理委員会や法務 者はベ

ストプラクティスを，リ ジトリ 者は ストやライセ

ンスの情報を して，それ れ てることができるよ

うになる。また，DMP を 新 でバージ ン情報をもつ

文書にすること（データが公開されたら 動的に DMP が

新され，タイムスタンプが される）なども げられて

いる。つまり maDMPs は，データと に DMP の相互

運用性を高めつつ，公開することによって，研究をより効

率化することを目指しているといえるだろう。 

7． に 

実際に DMP を作成して て，データの管理や公開の

になる が多 あった。DMP ールによって効率的な

作成や，他の研究者の れた実践・ の共有が にな

れば，より有用なものになるだろう。とはいえ，DMP の作

成とデータ公開には，相 の ストがかかる。DMP を要求

するならば，米国科学財 （NSF）のように注 2)公開データ

を業 とさせていただければ，と う次第である。 
 

 

注 1) 詳しくは，オープンアクセスリ ジトリ 会

（JPCOAR）による 「研究データ管理サー スの 計

と実践」や国 情報学研究所（NII）によるオンライン

「オープンサイエンス 代の研究データ管理」

（https://www.nii.ac.jp/service/jmooc/rdm/）を 。 
注 2) 2013 年 1 ，NSF は業 記 の を「Publication」

から「Products」に して， 者が公開したデータや

プ ラム ードの記載を にした。 
https://nsf.gov/pubs/policydocs/pappguide/nsf13001/gpg_
sigchanges.jsp, [accessed 2018-10-28] 
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